
  ２０２６年 8月 
 

愛知県沖浮体式洋上風力実証事業における風況・気象海象観測機器回収作業順延のお知らせ 
 

2026 年 7 月に愛知県沖において風況・気象海象観測を実施しているフローティングライダーシステム（以下、「FLS」）2 基の回収作業

を以下のとおり「2026 年 8 月１日から 2026 年 8 月 13 日」で実施する旨を周知しておりましたが、台風接近に伴う海象条件の悪化によ

り、安全確保の観点から回収時期を順延させていただくことをお知らせいたします。関係者の皆様にはご迷惑をおかけし大変申し訳ございま

せんが、ご理解・ご協力賜りますようお願い申し上げます。なお、順延後の回収時期は 2026 年９月上旬を予定しておりますが、回収日程

は改めて周知させていただきます。
 

１． 回収予定日：2026 年 8月 1日（土） 

（予備日：８月２日（日）～８月 13日（木）） 

 
 

作業スケジュール（予定） 

 

２． 作業範囲 
                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１．作業範囲 

 

 

３． 作業範囲の座標 

〈世界測地系〉                 〈日本測地系〉 

 

 

 

 

 

 

注）表中の①～⑥の位置は図－１を参照願います。 
 

４． 設備概要 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２．FLS設備概要図 
 

５． 使用予定の船舶 

FLS 回収には DPS 全旋回式起重機船「いばらき 700（700t 吊）」を使

用する予定です。 

また、起重機船の他に、押船（19t 相当）を 2 隻、FLS 回収作業の補助

のために補助船（19t 相当）1隻を使用する予定です。 
 

６． 作業手順（予定） 

① FLS を玉掛けして船上に回収。 

② 1 本目の係留索の繊維ロープをウィンチに接続し、巻き上げる。もう 1 本

の係留索は船舶のウィンチロープに接続して展張しておく。 

③ ウィンチで繊維ロープ部分を回収後、チェーン部分をクレーンで楊重する。

チェーン部分が長いため、玉掛の位置を変えながらシンカー部分まで含め

て全て回収する。 

④ ウィンチロープに接続していたもう 1 本の係留索をウィンチに再接続し、③

を 1本目の係留索と同様に実施する。 

※上記作業を FLS２基分実施いたします。 
 

７． 安全対策 

➢ 水路通報、海の安全情報等により FLS の回収を周知します。 

➢ 作業に使用する起重機船、補助船ともに AIS を搭載します。 

➢ 起重機船に搭乗する作業員により周囲の監視を行います。 

 本調査に関するお問い合わせについて 

一般財団法人日本気象協会     松田・大西・南         TEL：03-5958-8152 

                        松田                     TEL：070-1482-1394  

2026年９月上旬（予定）

（予定） 

 


